
PTA会長あいさつ   新井俊介 

 日頃より PTA 活動へのご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございま

す。先月の PTA 総会におきましても、皆様のおかげで無事に全議案が承認さ

れましたことをご報告申し上げます。 

 昨年度に続き PTA会長を務めさせていただきます。今年度も役員一同、 

一丸となって各事業に取り組んでまいります。また、地域の皆様やおやじ 

倶楽部の皆様には、登下校の見守りや各種行事など、日頃から子どもたちの

ために多大なるご尽力をいただき、深く感謝申し上げます。 

 今年度から三尻小のスローガンに「優しさいっぱい」が加わりました。その 

基本となる要素の一つが「あいさつ」です。挨拶から始まるコミュニケーション

は、相手を思いやる心を育みます。私たち保護者が子どもたちの見本となり、

積極的に声を掛け合いながら、地域の皆様により一層愛される、優しさあふれ

る「三尻っ子」をともに育てていきましょう。 

本年度もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

大切な命を守る ～救命救急法講習・引き渡し訓練～ 
5月 18日(月)に玉井分署の消防士の皆さんによる 

救命救急法講習を行いました。校外水泳の実施により、 

自校での水泳指導はなくなりましたが、大切な児童の命 

を預かることに変わりありません。教職員も常にその 

意識をもち続け、毎年研修に努めています。5月 25日 

(月)には、引き渡し訓練が行われ保護者の皆様にもお世話になりました。 

マニュアルも大切ですが、最後は「自分の身は自分で守る」意識での瞬間的

な判断力が大切です。学校・家庭・地域での連携を深めていきましょう。 

三尻プライドの進化「凡事徹底」 

校 長  清水 修 

全校朝会で「凡事徹底（ぼんじてってい）」という言葉を紹介 

しました。一例として、名札をつける理由について挙げました。理由

はいくつかありますが、校章と自分の名前が書いてある名札をつけて

いることで、三尻小のプライドを胸に名札を「私はチーム三尻小学校

の一員です。仲間です。今日も一日、頑張ります！」という、自分へ

の約束であり、三尻小学校への誇り（プライド）の表れです。小さな

名札ですが、そこには「大切な三尻小の仲間、一員」という意味が 

込められています。今日からできること、今日から、もう一度自分の

胸元を見てみましょう。当たり前の仲間としての目印である（名札）

を、当たり前に心を込めてつける。この「凡事徹底」が 

できる三尻小の皆さん一人一人が、もっともっと 

素晴らしい学校を築いてくれることができるはず。 

「当たり前のレベルを上げよう！というお話でした。 

ご家庭でも「凡事徹底」のご指導、よろしくお願いします。 
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